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(57)【要約】
【課題】新聞が確実に一部ずつ繰り出される新聞自動販
売機の新聞収納ラックを提供すること。
【解決手段】前面及び上面が開口され、積層された状態
で新聞を収納するラック３１と、針が装着されたハンド
３６を後方から前方に移動させることにより、ラック３
１に収納された新聞を繰り出す搬出装置３３とを備えた
新聞自動販売機の新聞収納ラック３において、針の移動
域となるラック３１の底部に針が挿通する切り抜き３２
ａを設けたので、すべての新聞が繰り出された後は針が
切り抜きに挿通することになる。したがって、針が欠損
することはない。また、針を保護するために、帯状のゴ
ムやスポンジを底壁に貼り付ける必要がなく、帯状のゴ
ムやスポンジによって底壁が盛り上がることがない。し
たがって、新聞紙と底壁との接触面積を減ずることがな
く、収納してある新聞が残り少なくなっても新聞が確実
に一部ずつ繰り出されるようになる。
【選択図】　　　　図３



(2) JP 2010-3263 A 2010.1.7

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面及び上面が開口され、積層された状態で新聞を収納するラックと、針が装着された
ハンドを後方から前方に移動させることにより、ラックに収納された新聞を繰り出す搬出
装置とを備えた新聞自動販売機の新聞収納ラックにおいて、
　前記針の移動域となるラックの底部に針が挿通する切り抜きを設けたことを特徴とする
新聞自動販売機の新聞収納ラック。
【請求項２】
　前記切り抜きは、ラックに取り付けられ、ラックの底部を構成する底上部材に設けたこ
とを特徴とする請求項１に記載の新聞自動販売機の新聞収納ラック。
【請求項３】
　ラックを構成する両側板の先端に、新聞が繰り出された場合に新聞の端面が接触するよ
うに前面開口を内方にすぼめるゲート部を設けたことを特徴とする請求項１又は２に記載
の自動販売機の新聞収納ラック。
【請求項４】
　ラックの前面開口を開閉するゲート扉と、ゲート扉を閉塞するように付勢することによ
り、待機状態でゲート扉を閉塞する一方、新聞が繰り出された場合にゲート扉を開放する
付勢手段とを備えたことを特徴とする請求項１～３のいずれか一つに記載の自動販売機の
新聞収納ラック。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新聞を販売する新聞自動販売機の新聞収納ラックに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　新聞を販売する新聞自動販売機は、前面が開口した箱状の本体キャビネットと、本体キ
ャビネットの前面開口を閉塞する外扉とを備えている。本体キャビネットには、上下方向
に複数段の棚が設けてあり、各棚には、新聞収納ラックが引き出し可能に搭載してある。
新聞収納ラックは、前面及び上面が開口した箱状のラックと、ラックから新聞を繰り出す
搬出装置とを備えている。ラックは、販売する新聞を積層した状態で収納可能であって、
搬出装置によって、前面開口から新聞が繰り出されるようになっている。搬出装置は、駆
動ユニット、駆動ユニットに取り付けられ、後方から前方に移動させられるアーム、アー
ムに取り付けられるとともに、新聞を引っ掛ける針が装着されたハンドを備えている。そ
して、自動販売機本体から販売指令を受信すると、駆動ユニットがアームを後方から前方
に移動させることにより、ハンドが一冊ずつ新聞を繰り出すようになっている。
【０００３】
　外扉は、本体キャビネットの新聞収納ラックに１対１で対応するように、上下方向に複
数の新聞取出口を有している。新聞取出口は、通常の状態（販売待機状態）でシャッター
により閉塞され、新聞収納ラックから新聞が繰り出されると、その新聞がシャッターを開
いて、新聞の一部が現れるようになっている（例えば、非特許文献１参照）。
【０００４】
　ところで、新聞収納ラックは、ラックに新聞を積層した状態で収納し、搬出装置が一冊
ずつ新聞を繰り出すようにしているため、積層した新聞相互間に作用する摩擦力により新
聞が重なった状態で繰り出されたり、残り僅かになったときに最後の新聞とラック底壁と
の摩擦力との関係、すなわち、新聞相互間に作用する摩擦力よりも新聞とラック底壁との
間に作用する摩擦力が小さいこと、により新聞が重なった状態で繰り出されたりすること
がある。
【０００５】
　このような事態を回避すべく、新聞が重なった状態で繰り出されないように、ゴム片を
ラックの側壁先端に取り付けたり、ハンドに装着された針の欠損を防ぐとともに、新聞が
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重なった状態で繰り出されないように、帯状のゴムやスポンジをラックの底壁に貼り付け
たりしていた。
【０００６】
【非特許文献１】近畿車輛株式会社　「近畿車輌-新聞自動販売機-KNC-10」［平成２０年
６月１日検索］、インターネット＜URL：http://www.kinkisharyo.co.jp/ja/sanki/sa-se
ihin/sa-knc-10.htm＞
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、ゴムラバーやスポンジラバーは経年変化により、摩擦力が著しく小さく
なったり、形状が変形したりするため、ラックの側壁先端やラックの底壁にゴムラバーや
スポンジラバーを取り付けたり貼着したりしたとしても、所望の機能を果たさなくなるこ
とがある。
【０００８】
　本発明は、上記実情に鑑みて、ゴムラバーやスポンジラバーの摩擦力が著しく小さくな
ったり、形状が変形したりするような長期間が経過しても、新聞が確実に一部ずつ繰り出
される新聞自動販売機の新聞収納ラックを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的を達成するために、本発明の請求項１に係る新聞自動販売機の新聞収納ラッ
クは、前面及び上面が開口され、積層された状態で新聞を収納するラックと、針が装着さ
れたハンドを後方から前方に移動させることにより、ラックに収納された新聞を繰り出す
搬出装置とを備えた新聞自動販売機の新聞収納ラックにおいて、前記針の移動域となるラ
ックの底部に針が挿通する切り抜きを設けたことを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の請求項２に係る新聞自動販売機の新聞収納ラックは、上記請求項１にお
いて、前記切り抜きは、ラックに取り付けられ、ラックの底部を構成する底上部材に設け
たことを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の請求項３に係る新聞自動販売機の新聞収納ラックは、上記請求項１又は
２において、ラックを構成する両側板の先端に、新聞が繰り出された場合に新聞の端面が
接触するように前面開口を内方にすぼめるゲート部を設けたことを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の請求項４に係る新聞自動販売機の新聞収納ラックは、上記請求項１～３
のいずれか一つにおいて、ラックの前面開口を開閉するゲート扉と、ゲート扉を閉塞する
ように付勢することにより、待機状態でゲート扉を閉塞する一方、新聞が繰り出された場
合にゲート扉を開放する付勢手段とを備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明に係る新聞自動販売機の新聞収納ラックは、針の移動域となるラックの底部に針
が挿通する切り抜きを設けたので、すべての新聞が繰り出された後は針が切り抜きに挿通
することになる。したがって、針が欠損することはない。また、針を保護するために、帯
状のゴムやスポンジを底壁に貼り付ける必要がなく、帯状のゴムやスポンジによって底壁
が盛り上がることがない。したがって、新聞紙と底壁との接触面積を減ずることがなく、
収納してある新聞が残り少なくなっても新聞が確実に一部ずつ繰り出されるようになる。
【００１４】
　また、本発明に係る新聞自動販売機の新聞収納ラックは、ラックを構成する両側板の先
端に、新聞が繰り出された場合に新聞の端面が接触するように前面開口を内方にすぼめる
ゲート部を設けたので、新聞がゲート部を通過する時に新聞の端面が接触することになる
。このとき、新聞に抵抗が与えられるので、新聞が重なった状態で繰り出された場合には
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、下側の新聞は与えられた抵抗によってラック内にとどまり、上側の新聞のみがラックの
前面開口から繰り出されることになる。したがって、新聞相互間に作用する摩擦力により
新聞が重なって繰り出される事態が回避される。
【００１５】
　また、本発明に係る新聞自動販売機の新聞収納ラックは、ラックの前面開口を開閉する
ゲート扉と、ゲート扉を閉塞するように付勢することにより、待機状態でゲート扉を閉塞
する一方、新聞が繰り出された場合にゲート扉を開放する付勢手段とを備えたので、新聞
に抵抗力を加え、新聞相互間に作用する摩擦力により新聞が重なって繰り出される事態が
回避される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下に添付図面を参照して、本発明に係る新聞自動販売機の新聞収納ラックの好適な実
施の形態を詳細に説明する。なお、この実施の形態によりこの発明が限定されるものでは
ない。
【００１７】
　図１は、新聞自動販売機を示す正面図である。新聞自動販売機は、新聞を販売する自動
販売機であって、一台で複数種類（図１に示した新聞自動販売機は最大７種類）の新聞を
販売できるようになっている。
【００１８】
　新聞自動販売機は、前面が開口した箱状の本体キャビネット１と、本体キャビネット１
の前面開口を閉塞する外扉２とを備えている。
【００１９】
　本体キャビネット１は、鋼板を適宜組み合わせたもので、上下方向に複数段の棚が設け
てあり、図２に示すように、各棚には、新聞収納ラック３が引き出し可能に搭載してある
（図１に示した新聞自動販売機は７つの新聞収納ラック３が搭載してある。）。
【００２０】
　新聞収納ラック３は、販売する新聞を積層した状態で収納するとともに、販売指令にし
たがって新聞を一冊ずつ繰り出すものであって、図２及び図３に示すように、ラック３１
と搬出装置３３とを有している。
【００２１】
　ラック３１は、長手方向がラック３１の幅方向となるようにして新聞を収納するもので
、鋼板を折り曲げることにより構成してある。ラック３１は、前面と上面とが開口した箱
状を呈しており、ラック３１に収納された新聞は前面開口から一冊ずつ繰り出されるよう
になっている。
【００２２】
　図４に示すように、ラック３１を構成する両側板の先端には、それぞれ、ゲート部３１
ａが形成してある。ゲート部３１ａは、ラック３１から新聞が繰り出された場合に新聞の
端面が接触する部分であり、前面開口を内方にすぼめることにより形成してある。このよ
うに、ゲート部３１ａによってすぼめられた前面開口の開口幅は、新聞の長手方向幅と略
同一となっている。
【００２３】
　また、ラック３１の底面には、ラック３１の底部を構成する底上部材３２が取り付けて
ある。底上部材３２は、後述する針を保護するためのもので、板状体（例えば、鋼板）の
両縁をそれぞれ階段状に折り曲げることにより、上面がラック３１の底面から僅かに浮く
ように構成してある。また、底上部材３２の上面には、切り抜き３２ａが設けてある。切
り抜き３２ａは、針の移動域にわたり針が挿通するようにしたもので、矩形に形成してあ
る。
【００２４】
　搬出装置３３は、ラック３１から新聞を繰り出すためのもので、駆動ユニット３４、ア
ーム３５、ハンド３６を備えている。
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【００２５】
　駆動ユニット３４は、ラック３１の左側方部に配設してある。駆動ユニット３４には、
アーム３５の一端が回動可能に取り付けてあり、販売指令にしたがってアーム３５を後方
から前方に移動させ、その後、アーム３５を前方から後方に移動させるようになっている
。
【００２６】
　アーム３５は、板状体（例えば、鋼板）の両縁を下方に折り曲げたものであって、軽量
化等のため、複数の穴が切り抜いてある。アーム３５の他端には、ハンド３６が回動可能
に取り付けてある。
【００２７】
　ハンド３６は、板状体（例えば、鋼板）を略Ｌ字状に折り曲げたもので、軽量化等のた
め、複数の穴が切り抜いてある。ハンド３６の左側と右側には、それぞれ針ユニット３７
が取り付けてあり、その中央がアーム３５に取り付けられている。このため、右側の針ユ
ニット３７と左側の針ユニット３７とに均等に力が作用するようになっている。
【００２８】
　図５に示すように、針ユニット３７は、針３７１をハンド３６に装着するためのもので
あり、針３７１が装着してあり、この針ユニット３７をハンド３６に取り付けることによ
り、ハンド３６に針３７１が装着されるようになっている。針３７１は、新聞を引っ掛け
るためのもので、針３７１が新聞を引っ掛けた状態で駆動ユニット３４を駆動すると、ア
ーム３５が後方から前方に移動し、ハンド３６が新聞を繰り出すようになっている。
【００２９】
　図５に示すように、ハンド３６は、カバー３８を備えている。カバー３８は、アーム３
５を持ち上げることにより、針３７１が新聞の紙面から離反した場合に針３７１を覆い隠
すものであり、ハンド３６を降ろした場合に針３７１が露出するようになっている。
【００３０】
　図１に示すように、外扉２は、鋼板を適宜組み合わせたもので、本体キャビネット１の
左側縁に支承してある。外扉２の右側中程には、ハンドルロック２１が配設してあり、外
扉２を閉塞した状態で施錠可能となっている。
【００３１】
　また、外扉２の右側には、硬貨投入口２２、紙幣挿入口２３、電子マネー受付部２４、
一体表示器２５、返却レバー２６、返却口２７が配設してある。硬貨投入口２２は、硬貨
を受け付けるための開口であって、硬貨投入口２２から投入された硬貨は、外扉２の背面
内側に配設したコインメカニズム（硬貨処理装置）（図示せず）に収容されるようになっ
ている。紙幣挿入口２３は、紙幣を受け付けるための開口であって、紙幣挿入口２３から
挿入された紙幣は、外扉２の背面内側に配設したビルバリデータ（紙幣処理装置）（図示
せず）に収容されるようになっている。電子マネー受付部２４は、電子マネーがチャージ
されたカード等の記録媒体を受け付ける部分であって、記録媒体がかざされると、記録媒
体との間で電子マネーデータを送受信することにより、対価を収受するようになっている
。一体表示器２５は、販売中、釣り銭切れ、投入金額、お札禁止等の各種情報を表示する
ためのものである。返却レバー２６は、取引の中断を指示するためのものであって、返却
レバー２６が操作されると、取引が中断され、釣り銭等を返却口２７に放出するようにな
っている。
【００３２】
　また、外扉２には、表示選択装置４と新聞取出口装置５とが上下方向に複数設けてある
（図１に示した新聞自動販売機は７つの表示選択装置４と７つの新聞取出口装置５とが設
けてある）。表示選択装置４と新聞取出口装置５とは、１対１の関係を有しており、本体
キャビネット１に搭載した新聞収納ラック３と対応するように設けてある。
【００３３】
　表示選択装置４は、新聞の紙名（朝刊、夕刊の別を含む）が記載されたプレート４１と
、プレート４１に記載された新聞を選択する選択ボタン４２とを有している。プレート４
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１は、外扉２の背面に装着してあり、外扉２を開放した状態で入れ替え可能となっている
。選択ボタン４２は、例えば、点灯可能な押しボタンスイッチで構成してあり、選択可能
な場合に点灯し、選択された場合には一定時間点滅するように制御される。なお、最上段
の表示選択装置４には、上方に隣接する展示部４３が設けてある。展示部４３には、透明
なパネル４３ａが嵌め込んであり、注目記事が掲載された新聞を展示できるようになって
いる。
【００３４】
　新聞取出口装置５は、図２に示すように、新聞収納ラック３から搬出された新聞を取り
出すためのものである。新聞取出口装置５は、図６に示すように、前面の一部が外扉２の
前面に露出する化粧枠５１を備えている。図６に示すように、化粧枠５１は、新聞自動販
売機の幅方向に幅広となる合成樹脂製の枠体であって、枠部５１ａと凸部５１ｂとを有し
ている。枠部５１ａは、外扉２に取り付けられ、前面が外扉２の背面に密着するようにな
っており、外形が略矩形であって、奥行き方向に厚みを有している。凸部５１ｂは、外扉
２の前面に露出する部分であって、外形が略矩形であって、奥行き方向に外扉２の厚みと
同一の厚みを有している。したがって、化粧枠５１を外扉２に取り付けた場合に凸部５１
ｂの前面と外扉２の前面とが面一になる。
【００３５】
　図６及び図７に示すように、化粧枠５１には、新聞取出口５１ｃが形成してある。新聞
取出口５１ｃは、新聞を取り出すための開口であって、化粧枠５１の枠部５１ａと凸部５
１ｂ、すなわち、化粧枠５１を貫通するように形成してある。新聞取出口５１ｃは、正面
視矩形に形成してあり、その開口幅は、新聞が通るように、新聞の長手方向の長さと略同
一となるように形成してある。
【００３６】
　また、図７に示すように、新聞取出口５１ｃの奥方上方部には、フラッパ５２が支承し
てある。フラッパ５２は、奥方から手前側に向けて漸次低くなるように傾斜した状態で新
聞取出口５１ｃを閉塞するもので、フラッパ５２が新聞取出口５１ｃを閉塞した状態で、
フラッパ５２の手前側端部が化粧枠５１の凸部５１ｂから突出するようになっている。
【００３７】
　図６及び図７に示すように、複数の化粧枠５１に左右一対となるガイド側板６１が取り
付けてある。ガイド側板６１は、化粧枠５１の側部を補強するとともに、新聞収納ラック
３から繰り出された新聞の幅方向の移動を規制するもので、左側のガイド側板６１Ｌと右
側のガイド側板６１Ｒとは左右対称に形成してある。
【００３８】
　また、図６及び図７に示すように、一対のガイド側板６１の間には、新聞取出口５１ｃ
（化粧枠５１）ごとに、上ガイド板６２とした下ガイド板６３とが配設してある。
【００３９】
　上ガイド板６２は、新聞収納ラック３から最初のほうに繰り出された新聞を新聞取出口
５１ｃに搬出するためのものであって、一枚の鋼板を折り曲げることにより、形成してあ
る。
【００４０】
　下ガイド板６３は、新聞収納ラック３から最後のほうに繰り出された新聞を新聞取出口
５１ｃに搬出するためのもので、一枚の鋼板を折り曲げることにより、形成してある。
【００４１】
　上述した新聞自動販売機は、販売待機時に、図７に示すように、フラッパ５２が奥方か
ら手前側に傾斜した状態で新聞取出口５１ｃを閉塞している。そして、硬貨投入口２２等
から対価が収受され、新聞が選択されると、新聞自動販売機は、選択された新聞が収納さ
れている新聞収納ラック３に販売指令が出力され、新聞収納ラック３は、新聞を繰り出す
ことになる。
【００４２】
　具体的には、ハンド３６を降ろすことにより、針３７１に新聞を引っ掛けた状態で、ア
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ーム３５を後方から前方に移動させることにより、ラック３１から新聞を繰り出すことに
なる。このとき、ラック３１を構成する両側板の先端に設けられたゲート部３１ａに新聞
の端面が接触することになり、新聞に抵抗が与えられることになる。したがって、新聞が
重なった状態で繰り出された場合には、下側の新聞は与えられた抵抗によってラック３１
内にとどまり、上側の新聞のみがラック３１の前面開口から繰り出されることになる。
【００４３】
　そして、繰り出された新聞は、上ガイド板６２、下ガイド板６３及びガイド側板６１に
ガイドされ、新聞取出口５１ｃに搬出される。搬出された新聞は、自動販売機の新聞取出
口装置５において、フラッパ５２を押し開け、新聞取出口５１ｃから商品の一部が現れる
。この状態になると、新聞は利用者によって取り出し可能である。ここで、利用者が新聞
を取り出すと、フラッパ５２は自重によって新聞取出口５１ｃを閉塞し、待機状態となる
。
【００４４】
　上述した新聞自動販売機の新聞収納ラック３は、針３７１の移動域となるラック３１の
底部を構成する底上部材３２に針が挿通する切り抜き３２ａを設けたので、すべての新聞
が繰り出された後は、針３７１が切り抜きに挿通することになる。したがって、針が欠損
することがない。また、針を保護するために、帯状のゴムやスポンジを底壁に貼り付ける
必要がなく、帯状のゴムやスポンジによってラック３１の底壁が盛り上がることがない。
したがって、新聞紙と底壁の接触面積を減ずることがなく、ラック３１に収納してある新
聞が残り少なくなっても新聞が確実に一部ずつ繰り出されるようになる。
【００４５】
　また、新聞自動販売機の新聞収納ラック３は、ラック３１を構成する両側板の先端に、
新聞が繰り出された場合に新聞の端面が接触するように前面開口を内方にすぼめるゲート
部３１ａを設けたので、新聞がゲート部３１ａを通過する時に新聞の端面が接触すること
になる。このとき、新聞に抵抗が与えられることになるので、新聞が重なった状態で繰り
出された場合には、下側の新聞は与えられた抵抗によってラック３１内にとどまり、上側
の新聞のみがラック３１の前面開口から繰り出されることになる。したがって、新聞相互
間に作用する摩擦力により新聞が重なって繰り出される事態が回避される。
【００４６】
　また、図８に示すように、ラック３１の前面開口を開閉するゲート扉７と、ゲート扉７
を閉塞するように付勢するバネ７１（付勢手段）とを設け、待機状態でゲート扉７を閉塞
する一方、搬出装置３３によって新聞が繰り出された場合に新聞がゲート扉７を押し開け
ることにより開放するようにしてもよい。
【００４７】
　このように、ゲート扉７とゲート扉７を閉塞するように付勢するバネ７１を設ければ、
繰り出される新聞によってゲート扉７が開放されることになる。このとき、ゲート扉７に
よって抵抗が与えられることになるので、新聞が重なった状態で繰り出された場合には、
下側の新聞はゲート扉に当接することによりラック３１内にとどまり、上側の新聞のみが
ラック３１の前面開口から繰り出されることになる。したがって、新聞相互間に作用する
摩擦力により新聞が繰り出される事態が回避される。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】新聞自動販売機を示す正面図である。
【図２】新聞取出口装置と新聞収納ラックとの関係を示す斜視図である。
【図３】新聞収納ラックを示す斜視図である。
【図４】ゲート部を示す拡大平面図である。
【図５】新聞を搬出するハンドを示す斜視図である。
【図６】新聞取出口装置を示す斜視図である。
【図７】新聞取出口措置を示す側断面図である。
【図８】ゲート扉を備えた新聞収納ラックを示す斜視図である。
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【符号の説明】
【００４９】
　１　　本体キャビネット
　２　　外扉
　３　　新聞収納ラック
　３１　　ラック
　３１ａ　　ゲート部
　３２　　底上部材
　３３　　搬出装置
　３４　　駆動ユニット
　３５　　アーム
　３６　　ハンド
　３７　　針ユニット
　３７１　　針
　３８　　カバー
　４　　表示選択装置
　５　　新聞取出口装置
　７　　ゲート扉
　７１　　バネ

【図１】 【図２】
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【図６】 【図７】



(10) JP 2010-3263 A 2010.1.7

【図８】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

